
Q12-1.　Q12で「検討している」「登録は難しい」「よくわからない」と回答した
　　　　　方にお尋ねします。
　　　　　どういったことが課題となっていますか。（自由記載）

仕事の現場での対応が第一となる。それ以外には手が回らない。

気持ちはあるが現在は仕事と介護で時間がとれにくいから

登録はしても実際に動けないことがあるため

特に災害児の子供支援についてできることがあれば行いたい

仕事がありどこまでできるか分からない。

職場で活動協力に出れるかどうか、その時ににならないと分からない。活動したい気持ちはある。

仕事、家庭状況を考えると難しい

職場の業務との兼務の可否

仕事との両立

子が小さいので実際どこまで動けるか不安

職場も災害時避難所になる、車の運転ができない

職域団体の責任者を担っている

他の組織の長をしており手が回らず

近日中に登録したい

地元に既に災害ボランティア団体が設立されており、そこでの活動をメインとしているため

登録の仕方がわからない

具体的な活動がわからない

仕事の方を優先しますので地域の中での支援活動を優先することになると思います。

具体的にに何をするかわからない

今民生児童委員をやっていて県社会福祉士会まで手が回らない

体力的にどこまで協力できるか自信がない

災害活動協力員のことがよくわからない

活動の内容、登録方法などがわからないため

活動協力員について理解できていないため

職場で管理的立場になっているので協力員に登録は難しい。長期不在にはできない。



できることがあれば協力したい、具体的に何をしてほしいのか教えてほしい、

仕事と職能団体のバランス

業務上活動に参加することが困難

相談業務を一人で行っており実際参加活動できるかわらない

異動の多い立場であり登録しても参加できないかもしれないため。業務も社会福祉士としての職種
にならないことがあり、職場の理解も得にくい。

災害活動協力員というものがよくわからない

まだ情報を把握していません。すいません。

車の運転が身体の理由で困難

職場や家族、自分のことで精一杯で、お手伝いできるかわからないから

今回も家族の世話でいっぱいでした。介護あり、幼児ありで出来たのは地域の公民館での炊き出し
に加わったり近くの独り暮らしの方を食事に誘ったぐらいでした。

活動に協力できるかよくわからないため

できる範囲での支援ができれば参加したい

特にありません。

子どもが小さく動けるか不安

自分の食と生活でいっぱいいっぱいであるため

災害支援に協力したいが、災害発生時に仕事以外でどれだけ役立てるかわからないから

協力できることであれば、ぜひとも登録したいと思います。

内容次第

家族の状況

年齢が60歳以上であり、ほかの人に迷惑をかける不安がある。

今は多職種で福祉職を探しているので、決まった時は登録し微力ながら経験したことを活かした
い。

災害時には災害ボラセンの運営、もしくは職場の派遣があるため業務としているため

登録は可能

何の能力が必要なのかわからない。

すでにボランティア団体に入っており、少しずつではあるが活動している。1～2日くらいであれば有
休がとれるが、それ以上の長期になると仕事が休めない。

実際に災害が起きた場合どこまで活動できるか不安である（仕事で管理職をしているため、普段の
業務で手一杯の状態）

登録の仕方がわからない



職場の中での役割があり、その中で実際活動協力員として出られるか。

職場で避難所勤務や呼び出しがあるため

自身・家族の健康面など

会員ではあるが組織として活動している実感が沸かない。中央での活動は活発だが、他方では組
織的な活動はなく様々な案内があっても参加していいかと迷ってします。

業務多忙で、仕事を休んで支援を行う事は難しい状況です。

高齢のため

仕事の関係

家族の事とか考えて前向きに検討している

色々なことの心の整理がついていない。

自分に何ができるか十分把握していない

職場が災害支援をする機関であること。少人数の職場のため休日の対応しかできない。

職場（仕事）との兼ね合い、社会福祉士としての力量不足を感じるから。

家族、食は、現在の委員会活動との兼ね合い

仮に自身や職場が被災した場合どのくらい協力できるかが不明

具体的に何をするかわからないから、また、公務が優先なので

自治体に努めているので、登録してもかつづすることが難しいのでは？と思うため

災害活動協力員の内容がわからない（勉強不足！！）

被災時、避難所と職場を行き来し、家庭を顧みる時間もなく、家庭をおいて被災地に行くことは考え
づらいため。

職場の意向

子どもがいるので、自分が支援に出掛けると家族の世話をする人がいなくなるので

自身の病気があり、支援は難しいと思う

子どもが小さいため登録しても生活が難しい

家族に要介護者や幼児がいる。職場での仕事優先になってしまう

独居であり職場も高齢者への対応であるため

内容をよく知らないから

どのように登録するのか理解できていない。自分の体力があるか心配な部分がある

自身の体調、年齢。活動の範囲（内容）によって、登録しても活動が可能か否か不明



よく理解できていない、勉強不足

自分の子どもの事、育児家事

今の業務に手いっぱいで熊本地震の時のことを思い出すと、別の活動に参加できる余裕がないと
思えるため。

他の団体（協会）への参加を優先せざるを得ないため

登録して求められることがわからない（自分にできる事なのか）。知識や対応力に乏しい。ボランティ
アと違い専門性を問われるし、現地活動や普及活動も必要だと思うので、役に立てないと感じてい
る。

現在子育て中であり、登録したとしても実際に活動することは困難と思う

知らなかった

子どもがまだ小さいため

職場の理解

子どもが小さいため、家を空ける事が困難

協力できるか自信がない。

他の業務がある為

子どもがまだ小学生で休校の場合預ける所も無く出勤も出来なかった。登録しても活動できるか自
信がない。

職場の理解が必要な点。自分自身にも余裕が無く、今すぐに協力できるかどうか迷っています。

現在、子育て中で仕事をしていないため、まだ活動の関わりがどうしていけるか不安のため。

家庭の事情

高齢

職場で登録したので重なると動けるかわからないため。

子どもが保育園、小学生であり災害が発生すれば預け先が無いため

高齢の親を抱えており難しい。

実働できるかわからない

知らなかった

職場の理解（実際活動するときに休みをもらえるのか。不在時の業務がを代わってもらえるか）自
身の業務の調整ができるか

職場（行政）では災害時の役割（需円支援のコーディネート）が与えられています。退職後であれ
ば・・・という気持ちは持っています。

現在の職場との兼ね合い。

体力的家今の立場（職場）で協力できる時間が確保が難しい。

災害時に自分がどのような状況になるかわからない



子どもが小さい。他に見る人が居ない。

体力的なこと。親族で職業的に支援側に回る家族が数組いて、その家族を支援する必要も感じる
ので。（熊本地震のときがそうであったため）

全国転勤あり

職場の対応が優先となり活動できるか不明なため

仕事、家庭、他の委員会活動と両立できるか分からない。

仕事の調整　自身の体調

職場で派遣される為。

活動内容等、具体的にわからにことが多いため不安がある。

自分が本当に役に立てるのか。自身が持てない。

協力員の内容について良く把握していないため。

実際に活動できるかという意味でわからない。

仕事との両立

時間と心の余裕があるか心配

家のこと、仕事のことがあるため

所属が社協であり、災害時に社協マンとしてあるいは包括職員としての活動が多く、協力員活動と
重なる部分もある

自身の体調面

自身や家族（子ども）のこと

家族に高齢者がいるので、親戚に預けることができれば、登録が可能。親戚が被災した場合は難し
い。

体力的な不安があるため

まずは職場の利用者、職員の安全確保ＢＣＰ、ＢＣＭを優先しないといけないため

防災士をすでに災害への取り組みを行っているため

現在の仕事と両立できるかどうか

仕事勤務

自分の家の中の状況が大変なため

「災害活動支援員」が何をするのかわからない

協力員が何をするのかわからないのと、その内容と本職との兼ね合いで可能か判断がつかない

災害活動協力員の中身をしらない



年齢

職場環境

災害活動協力員制度自体を知らなかった。何を行うのか、自分に担える内容の業務活動なのかも
わからない

体力と運転ができないことで、支援内容、活動内容が限られると思います。

転職を控え、環境が変わることが予測されるため

入会して間もないので情報収集ができない

自分・家族のことでいっぱいになると思う

仕事（福祉系であるため）の兼ね合い、優先度の関係

会員同士の連携を密にしなければと思う

家族の介護で余力がありません

社会福祉士会以外にも所属のため

気持ちは充分あるが、現在自分が置かれている状況（仕事や家庭）でどこまで協力できるか不安を
感じていること

この内容がよく理解していない


